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教
育

授業担当
卒業研究
専攻科研究
授業改善
教材開発
教科書執筆
など

氏名

職務 項目例

松田　貴暁

・専攻科主事補の業務の標準化・管理定着・遂行。
・専攻科物資工学専攻担当(担任)の業務の標準化・管理定着・遂行。
・各種委員会業務遂行。専攻科委員、研究推進委員、学生相談室運営委員、学
級担任会議、外国人留学生委員に就任予定。
・各種入試問題の作成・確認業務遂行。
・過半数代表者業務の遂行。

・所属学科(生物応用化学科)および/または所属学会(日本化学会)主催の公開
講座開催等。
・本校同窓会(同窓会久留米工業会)関連業務の遂行。
・所属学会：日本化学会、高分子学会
・日本化学会九州支部化学教育協議会幹事に就任し業務を遂行。

学
生
生
活
指
導

自主研究
外部資金研究（科研費ほか）
共同研究
技術相談
論文・解説・著書学会等発表
特許など

学級担任
学生相談
課外活動指導
コンテスト指導
など

・専攻科物資工学専攻担当(担任)業務に関連する、専攻科物資工学専攻学生の
指導。
・専攻科主事補の業務に関連する、専攻科学生の指導。
・クラブ（合気道部）顧問業務の遂行。代表顧問に就任予定。

教員年間活動計画ならびに報告

・【1】維持管理・問題解決レベル：①新規担当科目2科目(品質・安全工学、ポリ
マー工学)の業務の標準化・管理定着・遂行、②既存担当科目の業務遂行。
・【2】維持向上・課題達成レベル：無し。ただし可能な場合、教育関連資格認定取
得の準備。維持管理・問題解決レベル業務の必要リソース時点で、所定労働時
間を大きく超過しているため、所定労働時間外で実施可能な場合に対応。
・担当科目：生物応用化学入門、基礎溶液化学、化学平衡論、有機化学実験、専門基礎、
無機化学1、品質・安全工学、生物工学実験、物化・化工実験、生物応用化学概論、科学
技術史、短期インターンシップ、ポリマー工学、高分子材料学、卒業研究、専攻科研究基
礎、機能有機材料特論、先端工学特論、生物応用化学特論、専攻科研究論文

・【1】維持管理・問題解決レベル：①卒業研究の遂行、②研究機器メンテナンス、
③研究費応募。
・【2】維持向上・課題達成レベル：無し。ただし可能な場合、①業績発表、②研究
費応募追加、③技術相談受付、④新テーマ・共同研究模索。維持管理・問題解
決レベル業務の必要リソース時点で、所定労働時間を大きく超過しているため、
所定労働時間外で実施可能な場合に対応。
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活動内容

職位 准教授所属 生物応用化学科
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主事, センター長, 室長
学科長,
委員長
学級担任
主事補,　センター委員, 室員
委員会委員
など

学会での活動
公開講座
出前授業
男女共同参画
国際交流活動
学外団体活動
など

研
究
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・所属学科(生物応用化学科)および/または所属学会(日
本化学会)主催の公開講座開催等。
・本校同窓会(同窓会久留米工業会)関連業務
・所属学会：日本化学会、高分子学会

(注) エフォートは各職務にかける(出力×時間)の割合(%)で表示、最小単位を10%あるいは5％とし合計100％となるように記載する。

(注) フォントのサイズは10pt～12ptとし、記入欄の行の高さは記入内容に合わせて変更する。

・左記計画からの変更無
く完遂した。
・特に、新規担当科目の
業務の標準化・管理定
着・遂行に関しては、担
当初年度であるため時間
を要したが、所定労働時
間外も対応して完遂し
た。

・左記計画からの変更無
く完遂した。
・特に、研究機器メンテナ
ンスに関しては、機器の
老朽化に伴い困難を極
めたが、所定労働時間外
も対応して完遂した。

・他の専攻科主事補が休
職不在、不補充のため、
実質年度初頭から単独
の主事補を強いられ、休
職者担当分の専攻科学
生の指導も実施した。

・他の専攻科主事補が休職
不在、不補充のため、実質
年度初頭から単独の主事補
を強いられ、休職者分の主
事補・委員会業務も遂行し
た。また、専攻科設立30周
年記念業務を完遂した。
・特別管理産業廃棄物管理
責任者資格を取得した。

・左記計画からの変更無
く完遂した。

主事
その他の長
学科長
委員長
部会長
主事補等
担任
委員会委員
部会員

クラブ顧問
コンテスト指導

担当科目名・
単位数
卒業研究・
専攻科研究指
導学生数
教育方法改善
内容

所属学会名
学会活動
公開講座
出前授業
男女共同参画
国際交流
学外団体活動

論文
著書
総説・解説
学会等発表
特許
共同研究
技術相談
科研費
外部資金

・【1】維持管理・問題解決レベル：①新規担当科目(機器分
析)の業務の標準化・管理定着・遂行、②既存担当科目の
業務遂行。
・【2】維持向上・課題達成レベル：無し。ただし可能な場
合、教育関連資格認定取得の準備。維持管理・問題解決
レベル業務の必要リソース時点で、所定労働時間を大きく
超過しているため、所定労働時間外で実施可能な場合に
対応。
・担当科目：生物応用化学入門、基礎溶液化学、化学平衡
論、有機化学実験、専門基礎（生物応用化学）、無機化学
1、機器分析、生物工学実験、物化・化工実験、生物応用
化学概論、科学技術史、短期インターンシップ、高分子材
料学、卒業研究、専攻科研究基礎、機能有機材料特論、
生物応用化学特論、専攻科研究論文

・【1】維持管理・問題解決レベル：①卒業研究の遂行、②
研究機器メンテナンス、③研究費応募。
・【2】維持向上・課題達成レベル：無し。ただし可能な場
合、①業績発表、②研究費応募追加、③技術相談受付、
④新テーマ・共同研究模索。維持管理・問題解決レベル業
務の必要リソース時点で、所定労働時間を大きく超過して
いるため、所定労働時間外で実施可能な場合に対応。

・新規担当の専攻科物資工学専攻担当(担任)業務に関連
する、専攻科物資工学専攻学生の指導。
・クラブ顧問業務の遂行。

・新規担当の専攻科主事補の業務の標準化・管理定着・
遂行。
・新規担当の専攻科物資工学専攻担当(担任)の業務の標
準化・管理定着・遂行。
・各種委員会業務遂行。
・各種入試問題の作成・確認業務遂行。
・校長指示による特別管理産業廃棄物管理責任者の資格
取得。

教員業務内容報告書

報告者氏名 令和5年度報告年度松田　貴暁 生化 准教授
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